
夏
の
日
、
朝
か
ら
照
り
つ
け
る
陽

射
し
を
繁
り
に
繁
っ
た
樹
の
葉
が
受

け
と
め
る
。
部
屋
に
い
て
も
早
朝
か

ら
合
唱
す
る
蝉
の
声
が
遠
く
に
聞
こ

え
る
。

こ
こ
は
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
。
小
田

急
線
相
武
台
前
駅
か
ら
バ
ス
で
10

分
、
商
店
街
を
含
む
1
6
1
5
戸
、

約
4
5
0
0
名
が
住
む
集
合
住
宅
。

昭
和
53
年
入
居
開
始
、
自
治
会
活
動

は
55
年
に
始
ま
り
27
年
目
と
な
る
。

4
月
の
総
会
で
年
度
の
活
動
計
画
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り
古
代
人
が
、
さ
さ
や
か
に
生
活

を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ

る
。
大
昔
は
、
井
戸
が
な
く
、
こ

の
壺
の
清
水

に
よ
り
生
活

を
営
み
、
今

日
に
至
る
ま

で
立
派
に
保

存
さ
れ
て
い

る
。八

ッ
壺
の

場
所
は
、
境

松
、
坂
上
、
中
之
郷
、
榎
戸
、
原

村
、
水
場
、
古
清
水
に
あ
る
。

写
真
は
、
古
清
水
に
住

む
山
口
春
好
さ
ん
、
達
子

さ
ん
宅
の
ヤ
ツ
ボ
で
、

「
弁
天
洞
窟
八
ッ
壺
」
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
春
好
さ
ん

か
ら
数
え
て
四
代
前
の
当
主

そ
の
昔
相
模
川
沿
い
の
大

島
に
、
こ
ん
こ
ん
と
清
水
が

湧
き
出
る
泉
が
あ
り
、
八
ヶ

所
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
八
ッ
壺

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
島
各
地
で
縄
文
時
代
の

土
器
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
壺
の
辺

り
に
竪
穴
、
横
穴
住
居
を
造

小
山
地
区
で
は
、「
地
域
を
考
え

る
場
」
を
設
置
す
る
モ
デ
ル
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

「
地
域
を
考
え
る
場
」
と
は
、
市
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
の
一
つ
で

あ
り
、
住
民
が
日
頃
感
じ
る
課
題
を

持
ち
寄
っ
て
、
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
話
合
い
、
そ
の
解
決
を
目
指
そ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

小
山
地
区
で
は
「
住
み
よ
い
小
山

を
つ
く
る
会
」
と
い
う
名
称
に
決
め

て
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
全
体
会
を

2
回
、
全
体
会
の
運
営
を
話
合
う
企

画
会
議
を
8
回
行
っ
て
き
た
。

地
域
課
題
と
い
っ
て
も
、
防
犯
、

ご
み
問
題
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、

最
初
は
「
防
犯
」
に
絞
っ
て
話
合
う

こ
と
に
し
た
。

最
近
は
物
騒
な
事
件
が
多
く
、
特

に
、
小
山
地
区
で
は
、
相
模
原
駅
や

小
学
校
周
辺
な
ど
で
犯
罪
が
発
生
し

て
お
り
、
き
め
細
か
い
防
犯
の
た
め

に
、
地
域
住
民
の
連
携
に
よ
る
取
組

が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
き
た
。

地
域
で
は
、
自
治
会
を
中
心
に
防

犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
や

は
り
地
域
住
民
が
自
分
自
身
の
問
題

と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
身
の

回
り
で
の
犯
罪
の
発
生
を
抑
制
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
安
全
は
タ
ダ
で

は
買
え
な
い
。

そ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
地
域
住

民
が
気
付
く
き
っ
か
け
と
し
て
地
域

の
課
題
を
住
民
一
人
ひ
と
り
が
考
え

る
場
が
あ
る
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
は
、
自
治
会
に
加

入
し
な
い
な
ど
「
と
な
り
は
何
を
す

る
人
ぞ
」
と
い
う
近
隣
に
無
関
心
な

人
が
多
く
、
こ
の
会
自
体
の
広
報
不

足
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
新
し
い
人

は
集
ま
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
心
あ
る
人
の
参
加
を
期
待

し
つ
つ
、「
住
み
よ
い
小
山
」
を
残
し

て
い
け
る
よ
う
、
活
動
を
続
け
て
い

き
た
い
。

私
達
の
町
は
閑
静
な
住
宅
街
で

す
。
し
か
し
こ
こ
10
年
間
に
窃
盗
事

件
等
の
犯
罪
が
10
数
件
、
交
通
事
故

も
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

私
達
は
安
全
・
安
心
の
町
を
目
指
し

て
み
ん
な
で
努
力
し
ま
し
た
。

「
防
犯
と
交
通
事
故
対
策
に
全
力
」

ま
ず
防
犯
灯
を
新
た
に
設
置
し
て

町
を
明
る
く
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
1

1
0
番
の
家
を
全
て
の
通
り
に
設
置

し
、
玄
関
灯
を
夕
方
早
め
に
点
灯
し

て
い
ま
す
。
2
年
前
に
は
防
犯
モ
デ

ル
地
区
の
指
定
を
受
け
、
防
犯
マ
ッ

プ
を
作
成
配
布
す
る
と
共
に
講
習
会

を
開
催
し
て
防
犯
意
識
の
向
上
に
努

め
ま
し
た
。
更
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
年
末
に
は
防
犯
啓
発
運
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の
交
差
点

に
安
全
ミ
ラ
ー
を
設
置
し
て
事
故
多

発
箇
所
は
カ
ラ
ー
舗
装
に
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
道
な
努
力
が
実
り
今
年

は
犯
罪
も
な
く
、
軽
微
な
交
通
事
故

1
件
の
み
で
す
。

「
毎
年
防
災
訓
練
を
実
施
」

近
年
は
一
人
の
犠
牲
者
も
出
さ
な

い
と
の
思
い
で
弱
者
支
援
訓
練
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
夏
ま
つ
り
を
盛
大
に
開
催
」

住
民
の
連
帯
こ
そ
が
最
も
大
切
と

考
え
、
毎
年
夏
ま
つ
り
を
盛
大
に
開

催
し
友
好
の
場
と
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
安
全
・
安
心
の
町
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。

二
本
松
町
内
会
で
は
、
平
成
17
年

度
、
防
災
等
対
策
検
討
委
員
会
（
石

井
元
二
委
員
長
）
を
立
ち
上
げ
、
地
域

防
災
の
論
議
を
進
め
、
防
災
意
識
向

上
を
図
る
意
味
合
い
か
ら
も
防
災
備

蓄
庫
の
設
置
の
検
討
に
入
り
ま
し
た
。

設
置
場
所
の
選
定
、
規
模
等
の
調

査
、
予
算
の
検
討
な
ど
を
踏
ま
え
、

市
関
係
課
と
の
相
談
・
折
衝
を
経

て
、
町
内
に
一
時
避
難
場
所
の
追
加

を
認
め
て
も
ら
い
、
公
園
４
箇
所
に

備
蓄
倉
庫
の
設
置
が
実
現
出
来
る
見

込
み
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
面
で
も
本
部
特
別
会
計
で
対

応
可
能
と
な
り
、
18
年
度
定
期
総
会

に
提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

検
討
委
員
会
は
「
防
災
対
策
等
建
設

委
員
会
」
に
衣
替
え
し
建
設
準
備
に

入
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
備
蓄
庫
の
選
定
で
立
地

条
件
上
1
箇
所
無
理
な
場
所
が
あ

り
、
組
み
立
て
式
の
も
の
を
2
機
種

発
注
し
ま
し
た
。

公
園
の
花
壇
に
設
置
の
た
め
、
植

木
類
の
移
動
が
必
要
と
な
り
ま
し
た

が
、
委
員
会
全
員
で
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
収
納
備
品
類
の
選
定
・
調

達
も
地
元
店
舗
を
含
め
て
行
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

防
災
備
蓄
庫
運
用
基
準
を
作
成

し
、
組
織
体
系
に
よ
る
備
蓄
庫
開
放
、

備
蓄
品
利
用
対
象
者
を
明
確
化
す
る

と
と
も
に
、
各
備
蓄
庫
に
は
責
任
者

以
下
8
〜
9
名
の
備
蓄
庫
委
員
を
構

成
し
点
検
等
を
行
う
形
で
、
町
内
会

防
災
部
に
て
補
充
品
等
を
予
算
化
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
防
災
訓
練
の
際
に
備
蓄

品
を
活
用
す
る
な
ど
従
前
と
は
違
う

訓
練
方
法
も
考
え
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
と
の
協
力
、
助
け
合
い
の
も
と
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
共
和
自
治
会
は
、
平
成
17
年

相
模
原
市
防
犯
モ
デ
ル
地
区
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
会
員
の
皆
さ

ん
と
協
議
検
討
の
結
果
、
最
近
子
ど

も
た
ち
が
被
害
者
と
な
る
常
識
で
は

考
え
ら
れ
な
い
事
件
の
頻
発
を
懸
念

し
、
児
童
下
校
時
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
活
動
参
加
方
法
に
は
色
々
な
意

見
を
集
約
し
、
誰
で
も
自
由
参
加
で

義
務
付
け
し
な
い
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し

て
発
足
、
活
動
日
時
に
つ
い
て
は
月

水
金
曜
日
と
し
、
児
童
下
校
時
間

（
1
年
生
〜
6
年
生
別
）
を
調
査
す

る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
、
予
定
表
を

参
加
者
全
員
に
配
布
し
活
動
を
開

始
、
そ
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

当
初
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
方
法
は
、

長
期
の
継
続
が
望
め
る
か
と
い
う
疑

問
、
自
然
消
滅
す
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実

施
後
2
年
近
く
経
過
し
て
い
る
に
も

拘
ら
ず
、
多
く
は
高
齢
者
が
占
め
て

い
る
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、
参
加

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私

達
自
治
会
は
自
治
会
活
動
を
は
じ

め
、
多
く
の
サ
ー
ク
ル
活
動
が
自
治

会
を
母
体
と
し
て
活
発
に
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
サ
ー
ク
ル
内
で
の
情

報
交
換
が
時
間
に
余
裕
の
あ
る
方
、

可
愛
い
お
孫
さ
ん
の
た
め
に
な
ど
の

ご
理
解
が
得
ら
れ
、
参
加
し
て
く
れ

る
方
の
増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
の

成
果
は
、

一
、
実
施
以
来
子
ど
も
た
ち
の
こ
と

に
つ
い
て
の
心
配
さ
れ
た
情
報
が

な
く
な
っ
た
。

二
、
高
齢
者
の
参
加
が
多
く
、
高
齢

者
パ
ワ
ー
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
。

三
、
子
ど
も
た
ち
と
の
融
和
が
図
れ

た
。（
子
ど
も
た
ち
と
の
会
話
が
多

く
な
っ
た
。）

今
後
も
、
自
治
会
活
動
や
サ
ー
ク

ル
活
動
を
通
じ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
場
を
広
げ
な
が
ら
、
パ
ト
ロ

ー
ル
だ
け
で
な
い
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
の
一
助
と
な
る
よ
う
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
審
議
し
、
全
40
棟
の
委
員
・
副
委

員
（
80
名
）（
1
年
単
位
の
当
番
制
）

と
連
合
会
役
員
（
12
名
）
が
、
具
体

化
・
実
行
す
る
運
営
で
あ
る
。

「
潤
い
と
安
ら
ぎ
」
を
求
め
、
こ
れ

ま
で
に
築
か

れ
て
き
た
四

季
折
々
の
イ

ベ
ン
ト
に
、

今
年
も
取
り

組
ん
で
い

る
。6

月
の
防

災
訓
練
、
8

月
に
は
2
日
間
に
わ
た
り
一
段
と
賑

や
か
さ
を
増
し
た
夏
祭
り
・
盆
踊
り

大
会
を
開
催
し
た
。
更
に
Ｇ
Ｐ
フ
ェ

ス
タ
（
10
月
）、
ど
ん
ど
祭
（
1
月
）、

さ
く
ら
祭
り
（
3
月
）
が
続
く
。

今
、
思
え
、
ま
だ
グ
リ
ー
ン
少
な

き
地
に
、
理
想
の
環
境
を
求
め
集
ま

っ
た
様
々
な
若
い
家
族
の
大
集
団
。

そ
れ
か
ら
、
4
半
世
紀
、

樹
々
は
ま
っ
す
ぐ
天
に
向
か

い
、
散
歩
を
誘
う
小
路
の
あ

る
落
ち
着
い
た
佇
た
た
ず

ま
い
に
。

歳
月
は
青
年
を
老
年
に
幼
児

を
若
者
へ
、
ま
た
、
新
し
い

生
命
を
誕
生
さ
せ
た
。

今
、
考
え
よ
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
を
故
郷
と
す
る
老
若

男
女
み
ん
な
が
協
力
し
、
更
に
、
明

る
く
、
住
み
良
い
環
境
を
目
指
し
て
、

自
治
会
が
果
た
す
新
た
な
役
割
を
。

スーパー前で防犯啓発活動

政
府
に
米
軍
基
地
等
に
関
連
す
る

財
政
負
担
の
軽
減
等
を
要
望

日
々
自
治
会
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
る

方
々
の
顕
彰
を
行
い
、
併
せ
て
自
治
会
相
互

の
情
報
交
換
や
研
修
を
通
じ
て
自
治
会
の
発

展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
自
治
会

大
会
」
を
、
７
月
８
日
（
土
）
市
民
会
館
ホ

ー
ル
を
会
場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
市
助
役
を
は
じ
め
、
国
・

県
・
市
会
議
員
な
ど
の
方
々
を
来
賓
に
お
招

き
し
、
ま
た
、
今
年
合
併
し
た
津
久
井
町
・

相
模
湖
町
、
来
年
合
併
す
る
予
定
の
藤
野

町
・
城
山
町
自
治
会
関
係
者
の
方
々
に
も
ご

来
場
い
た
だ
き
、
地
域
活
動
功
労
者
と
し
て

個
人
91
名
、
７
団
体
及
び
退
任
理
事
４
名
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
、
東
林
地
区
の
翠
ヶ
丘
自
治

会
か
ら
、
日
ご
ろ
活
発
に
推
進
さ
れ
て
い
る

防
犯
活
動
に
つ
い
て
の
事
例
発
表
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
相
模
原

市
民
吹
奏
楽
団
の
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
演

奏
が
行
わ
れ
、
好
評
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

（
関
連
記
事
２
面
に
掲
載
）

8月8日、市米軍基地返還促進等市民協議会の小川勇夫会長（市長）、今井満
副会長（市議会議長）、三橋豊副会長（市自治会連合会会長）は、首相官邸に
安倍晋三官房長官（当時、現首相）を訪ね、在日米軍基地等に関連する財政負
担の軽減や地域振興等を要望しました。

要望書を協議会の会長（小川市長）から手渡しました（左端　三橋会長）

相模原市民吹奏楽団
昭和40年KSファンファーレ楽団

として発足、昭和46年相模原市民
吹奏楽団に改称し、相模原市と周辺
地域に在住する社会人・主婦・学生
等約70名で構成されている吹奏楽
団です。
吹奏楽コンクール東関東大会へ

は、昭和49年から出場し、平成17
年には、全国大会へ出場を果たし銀
賞を受賞しました。
地域貢献活動として、市内の小中

学校での演奏や、小中学生の楽器初
心者を対象とした管打楽器講習会講
師等の幅広い活動を行っています。

が
明
治
時
代
に
造
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

裏
庭
に
あ
る
急
な
階
段
を
下
り

た
段だ

ん

丘
き
ゅ
う
の
崖が
け

を
く
り
貫
い
た
洞
窟

の
中
に
あ
る
。
洞
窟
内
の
素
掘
り

の
壁
面
に
は
相
模
の
礫れ
き

層そ
う

が
露
出

し
て
お
り
、
湧
出
口
は
入
口
に
あ

る
洗
い
場
か
ら
さ
ら
に
15
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
奥
に
あ
る
。
水
温
は
一
六

度
、
推
量
は
日
量
１
０
０
ト
ン
以

上
で
、
涸か

れ
た
こ
と
は
今
ま
で
一

度
も
な
い
。
ヤ
ツ
ボ
の
水
で
水
車

を
回
し
、
昭
和
の
初
め
ま
で
製
糸

業
を
営
ん
で
い
た
。
今
で
は
水
車

は
な
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
水
槽

を
作
り
、
湧
き
水
を
ポ
ン
プ
で
汲

み
上
げ
て
洗
濯
、
ト
イ
レ
、
畑
や
庭

の
水み

ず

撒ま

き
に
使
用
し
て
い
る
。

”住
み
よ
い
小
山
“を
目
指
し
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
モ
デ
ル
事
業
へ
の
取
組

小
山
地
区

自
治
会
連
合
会

会

長

岸
　
　
久
夫

安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
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造
っ
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橋
本
地
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本
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会
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藤
　
文
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参
加
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パ
ト
ロ
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ル

来
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見
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想
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台
地
区
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台
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
自
治
会
連
合
会

広
報
部
長
伊
藤
　
知
達

「
自
治
会
報
　
さ
が
み
は
ら
」

は
、
皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活

動
・
話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局

（

０
４
２
・
７
５
３
・
３
４
１
９
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ご
案
内
と
お
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三
橋
会
長
あ
い
さ
つ

皆
様
方
に
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、

ご
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
数
多
く
の
ご
参
加

を
い
た
だ
き
自
治
会
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
心
よ
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
去
る
３
月
20
日
に
相
模

原
市
に
合
併
を
い
た
し
ま
し
た
津
久

井
町
・
相
模
湖
町
、
来
年
の
３
月
11

日
に
合
併
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
城

山
町
・
藤
野
町
の
自
治
会
関
係
者
に

も
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、
米
軍
再
編
に
伴

う
基
地
強
化
反
対
の
署
名
活
動
、
そ

の
後
の
市
民
大
集
会
と
自
治
会
員
の

皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
こ

今
回
の
人
物
紹
介
は
、
相
模

台
夏
ま
つ
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

挿
絵
や
、
地
域
紙
に
連
載
中
の

「
さ
が
み
っ
ぱ
ら
の
昔
話
」
の
イ

ラ
ス
ト
を
描
か
れ
て
い
る
漫
画

家
の
市
村
章
さ
ん
で
す
。

８
月
23
日
（
水
）
に
市
村
さ

ん
の
ア
ト
リ
エ
を
訪
問
し
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

―
相
模
原
の
昔
話
の
イ
ラ
ス
ト
を

描
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
き
っ
か

け
は
何
で
し
た
か
？
―

「
平
成
４
年
３
月
に
、
グ
リ
ー

ン
ホ
ー
ル
相
模
大
野
で
、
同
じ

市
内
に
在
住
の
漫
画
家
の
望
月

あ
き
ら
氏
（
「
サ
イ
ン
は
Ｖ
」
な

ど
を
描
か
れ
て
い
る
）
と
「
相

模
原
む
か
し
む
か
し
漫
画
展
」

を
開
催
し
て
か
ら
、
市
内
に
多

く
の
昔
話
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
、
郷
土
史
家
、
座
間
美

都
治
氏
が
書
い
た
「
相
模
原
民
話
伝

説
集
」
を
参
考
に
イ
ラ
ス
ト
を
描
き

ま
し
た
。
現
在
ま
で
50
点
を
超
え
ま

し
た
。」

―
桜
台
小
学
校
で
そ
の

昔
話
の
イ
ラ
ス
ト
の
展

示
会
を
さ
れ
た
そ
う
で

す
が
？
―

「
校
長
先
生
か
ら
多

目
的
ル
ー
ム
を
利
用
し

た
絵
画
展
を
開
き
た
い

と
の
話
が
あ
り
、
第
１
回
の
展
示
を

引
き
受
け
ま
し
た
。「
ば
ん
ば
ぁ
石
と

じ
ん
じ
ぃ
石
」「
横
山
の
七
不
思
議
」

な
ど
約
30
点
の
イ
ラ
ス
ト
と
昔
話
を

約
２
ヶ
月
間
展
示
し
ま
し
た
。
校
内

で
の
展
示
で
鑑
賞
は
児
童
と
保
護
者

限
定
と
な
り
ま
し
た
が
、
７
月
23
日

の
日
曜
日
に
は
一
般
の
人
々
に
も
公

開
さ
れ
、
２
０
０
人
近
い
方
が
来
場

さ
れ
、
関
心
を
持
っ
た
方
が
大
勢
お

ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

他
に
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
皆
さ
ん

に
見
て
も
ら
っ
て
、
相
模
原
に
伝
わ

る
昔
話
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」

―
他
に
も
地
域
で
、
活
動
さ
れ
て
お

ら
れ
る
よ
う
で
す
が
？
―

「
相
模
台
地
区
で
の
夏
ま
つ
り
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
挿
絵
を
描
い
た
り
、

田
名
の
泳
げ
鯉
の

ぼ
り
相
模
川
の
ポ

ス
タ
ー
は
初
回
か

ら
イ
ラ
ス
ト
と
デ

ザ
イ
ン
を
担
当
し

て
い
ま
す
。」

―
初
め
か
ら
漫
画

の
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
？

―
「
子
供
の
頃
か
ら
、
漫
画
を
描
く

の
が
好
き
で
、
白
い
紙
が
あ
れ
ば
何

で
も
描
い
て
い
ま
し
た
、
多
摩
美
術

大
学
で
油
絵
を
専
攻
し
て
い
た
頃
に

は
あ
こ
が
れ
て
い
た
漫
画
家
小
島
功

氏
に
師
事
し
ま
し
た
が
、
卒
業
後
田

舎
に
帰
る
前
に
撮
影
所
見
学
を
し
て

み
た
い
く
ら
い
の
気
持
ち
（
笑
い
）

で
受
け
た
、
日
活
撮
影
所
・
美
術
部

に
合
格
・
入
社
し
、
映
画
の
セ
ッ
ト

の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
ま
し
た
。
当

時
は
日
活
ア
ク
シ
ョ
ン
全
盛
時
代
で

石
原
裕
次
郎
・
小
林
旭
の
映
画
や
今

村
昌
平
監
督
の
「
豚
と
軍
艦
」
等
を

一
緒
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

28
才
に
、
初
め
て
デ
ザ
イ
ン
の
チ

ー
フ
と
な
り
、
吉
永
小
百
合
主
演
の

「
い
つ
で
も
夢
を
」を
担
当
し
ま
し
た
。

映
画
の
人
気
に
陰
り
が
出
始
め
た

昭
和
40
年
頃
、
撮
影
所
に
取
材
に
来

て
い
た
漫
画
週
刊
誌
の
記
者
に
薦
め

ら
れ
て
、
漫
画
を
本
格
的
に
描
く
よ

う
に
な
り
、
以
来
朝
日
新
聞
文
化
欄

な
ど
に
作
品
を
掲
載
し
た
り
し
て
漫

画
家
と
し
て
生
活
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。」

―
相
模
原
市
に
引
っ
越
し
て
こ
ら
れ

た
の
は
何
時
で
す
か
？
―

「
昭
和
45
年
頃
、
東
京
か
ら
相
模
台

に
越
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
、
県
道

村
富
相
武
台
線
は
全
線
開
通
し
て
お

ら
ず
若
草
小
学
校
も
ま
だ
な
く
、
余

り
ひ
ら
け
て
な
い
頃
で
し
た
。」

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
の
会
長
も
さ
れ
た
と
い
う
。
ま

た
、
今
年
度
か
ら
相
模
台
公
民
館
の

文
化
部
員
と
し
て
、
活
動
を
始
め
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
地
域
に
密
着
し

た
生
活
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
良
く

わ
か
り
ま
し
た
。

市
村
さ
ん
は
、
合
併
す
る
津
久

井
地
域
を
含
め
た
相
模
原
の
昔
話

を
描
い
て
い
く
こ
と
と
、
週
刊
東

洋
経
済
に
執
筆
中
の
政
治
漫
画
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
と
、

笑
顔
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
相
模
台
商
店
街
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
「
さ
が
み
っ
ぱ
ら
の

昔
話
」
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
相
模
台
地
区
双
葉
自
治
会
員
）

39

の
場
を
お
借
り
し
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
相
模
原
市
自
治
会
連
合
会

で
は
、「
自
治
は
笑
顔
と
協
働
か
ら
」

の
精
神
の
も
と
、
行
政
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
る
と
と
も
に
、

自
治
会
相
互
の
連
携
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
を
推
進
し
、
明
る
く
美
し
い

住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努

め
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
活
動
は
、
交
通
・
防
犯
・

防
災
・
生
活
環
境
及
び
青
少
年
の
健

全
育
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
地
域
の

皆
様
方
が
協
力
し
あ
っ
て
活
動
に
参

加
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

相
模
原
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
や

環
境
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

本
日
は
、
地
域
発
展
の
た
め
に
永

年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

今
年
度
の
市
連
理
事
研
修
会
は
、

来
年
３
月
11
日
に
相
模
原
市
と
合
併

を
予
定
し
て
い
る
藤
野
町
を
６
月
28

日
に
訪
問
し
、
藤
野
町
の
自
治
会
関

係
者
と
懇
談
し
ま
し
た
。

当
日
は
藤
野
町
役
場
を
会
場
に
藤

野
町
の
自
治
会
長
10
名
及
び
町
職
員

に
同
席
を
し
て
い
た
だ
き
、
各
地
域

の
紹
介
を
兼
ね
た
自
己
紹
介
の
後
、
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司
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雄
　
　
中
溝
　
昌
良

菅
原
　
利
介
　
　
岩
本
　
廣
之

高
橋
　
昭
三
　
　
小
島
　
克
己

柿
田
　
孝
二

星

が
丘

鈴
木
　
正
一
　
　
佐
藤
　
　
宏

横
田
　
智
治
　
　
西
村
　
　
弘

光

が
丘

加
茂
　
　
效
　
　
玉
川
　
秋
男

井
上
さ
ゆ
り

平
沢
　
正
夫

星
　
　
宣
子
　
　
青
木
　
　
久

橋
　
　
本

井
上
　
　
守
　
　
草
野
　
　
寛

佐
々
木
義
和
　
　
武
田
　
善
伸

安
藤
　
和
実
　
　
島
田
　
貞
雄

大

野

北

坂
口
　
昭
夫
　
　
河
本
　
陽
一

高
橋
　
　
泉
　
　
加
松
　
勝
三

中
里
　
昌
　
　
　
戸
田
　
光
昭

山
口
　
信
郎

大

野

中

細
谷
　
君
雄
　
　
細
谷
　
省
吾

千
田
　
貞
夫
　
　
阿
部
　
達
夫

大
谷
新
一
郎
　
　
大
杉
　
賢
二

大

野

南

石
井
　
　
尚
　
　
山
本
実
喜
男

藤
井
　
　
衛
　
　
石
井

瀬
戸
　
量
平
　
　
栗
山
　
浩
子

田
　
　
名

大
山
　
成
男
　
　
滝
口
　
恭
雄

上
　
　
溝

渡
邉
　
孝
志
　
　
藤
澤
　
健
一

高
橋
　
英
雄
　
　
鈴
木
　
勇
次

大
平
　
和
秀

麻
　
　
溝

井
上
　
　
徹
　
　
関
根
　
　
正

座
間
　
利
夫
　
　
井
上
美
智
男

岩
　
　
稔
美
　
　
座
間
　
茂
利

新
　
　
磯

川
　
　
信
幸
　
　
原
澤
　
　
隆

中
村
　
幸
一
　
　
小
松
　
義
則

長
谷
川
悌
男
　
　
井
澤
　
靖
衛

相

模

台

大
元
　
晴
子
　
　
田
中
　
利
雄

小
林
シ
ゲ
子
　
　
加
藤
　
達
積

宮
城
　
正
二
　
　
海
谷
兵
次
郎

相

武

台

川
井
　
勇
一
　
　
振
原
　
伍
夫

三
谷
　
妙
子
　
　
永
井
　
賢
治

重
田
　
健
次
　
　
天
野
　
亮
一

小
池
　
孝
夫

東
　
　
林

小
杉
　
昌
義
　
　
佐
藤
　
勝
彦

木
下
　
幸
彦
　
　
渡
邊
　
和
子

森
口
　
英
彦

（
敬
称
略
）

功
労
表
彰
者
（
団
体
）

中
央
第
２
自
治
会
　
　
（
中
央
）

星
が
丘
４
丁
目
自
治
会（
星
が
丘
）

光
が
丘
長
寿
会
　
　
（
光
が
丘
）

東
橋
本
南
自
治
会
　
　
（
橋
本
）

栄
町
自
治
会
法
人
　
（
大
野
北
）

下
庭
自
治
会
　
　
　
　
（
麻
溝
）

上
磯
部
下
自
治
会
　
　
（
新
磯
）

退
任
理
事

大
山
　
成
男
　
　
　
　
（
田
名
）

太
田
　
　
稔
　
　
　
　
（
中
央
）

山
野
　
善
巨
　
　
　
　
（
橋
本
）

竹
川
　
一
夫
　
　
　
（
大
野
南
）

（
敬
称
略
）

両
市
町
の
自
治
会
の
状
況
や
、
そ
れ

ぞ
れ
特
色
あ
る
活
動
等
に
つ
い
て
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇
談
し
ま
し

た
。藤

野
町
で
は
、
町
単
位
の
自
治
会

連
合
会
は
組
織
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自

治
会
数
は
現
在
55
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
や
、
近
隣
の

自
治
会
・
団
体
で
そ
の
地
域
独
特
の

活
動
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

藤
野
町
の
自
治
会
関
係
者
と
の
交

流
は
今
回
が
初
め
て
で
、
来
年
に
予

定
さ
れ
る
合
併
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か

ら
も
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
話

し
合
い
、
研
修
会
を
終
え
ま
し
た
。

ま
す
。

戦
後
広
い
原
野
に
雑
木
林
が
鬱
蒼

う
っ
そ
う

と
し
て
や
せ
た
土
地
を
、
20
数
軒
の

開
拓
の
人
々
が
築
き
上
げ
『
相
模
名

物
こ
れ
と
て
な
い
が
、
豚
に
西
瓜
に

サ
ツ
マ
芋
』
と
詠
ま
れ
、
当
時
の
生

活
の
一
端
が
伺
わ
れ
て
、
先
人
達
の

ご
苦
労
が
偲
ば
れ
ま
す
。

現
在
は
住
宅
地
２
０
０
０
世
帯
の

大
き
な
自
治
会
と
な
り
『
相
模
名
物

数
々
あ
れ
ど
空
き
巣
ひ
っ
た
く
り
電

話
詐
欺
』
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
の
自
主
防
犯
活
動
を
促
進
す
る

た
め
に
も
、
犯
罪
等
が
な
い
、
安

全
・
安
心
な
明
る
い
翠
ケ
丘
地
区
を

皆
で
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
行

政
の
指
導
力
を
全
面
に
受
け
入
れ
て

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

防
犯
モ
デ
ル
地
区
活
動
の
た
め
、
●

防
犯
情
報
連
絡
用
自
転
車
１
台
購
入

●
「
犯
罪
を
許
さ
な
い
！
見
逃
さ
な

い
！
不
審
者
を
見
た
ら
１
１
０
番
！
」

立
看
板
５
本
作
成
●
防
犯
ベ
ス
ト
名

前
入
40
着
購
入
●
防
犯
反
射
腕
章
45

枚
購
入
●
防
犯
映
画
と
子
供
餅
つ
き

大
会
実
施
●
掲
示
板
用
ポ
ス
タ
ー
作
成

●
年
末
年
始
特
別
警
戒
実
施
に

３
０
０，
６
５
０
円
費
や
し
ま
し
た
。

○
防
犯
講
習
会
等
の

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

１
　
ひ
っ
た
く
り
空
き
巣
予
防
講
習
会

講
師
　
相
模
原
南
警
察
署

地
域
担
当
次
長
　
３
回

２
　
最
近
の
犯
罪
の

発
生
状
況
と
そ
の
対
策

講
師
　
相
模
原
南
警
察
署

地
域
第
二
課
長
　
他
２
回

３
　
安
全
で
楽
し
い
自
主
防
犯
活
動

を
目
指
し
て
（
安
全
・
安
心
パ
ト

ロ
ー
ル
の
設
立
を
中
心
の
講
義
）

講
師
　
日
本
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン

・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

伊
藤
本
部
長

４
　
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
と
地

方
自
治
体
（
犯
罪
に
強
い
街
を
ど

う
つ
く
る
か
。
犯
罪
に
強
い
３
要

素

抵
抗
性
・
領
域
性
・
監
視
性
）

講
師
　
立
正
大
学
　
小
宮
助
教
授

○
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
自
主

防
犯
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
　
翠
ケ
丘
自
治
会
は
７
つ
の
区
単

平
成
18
年
度
自
治
会
大
会

市
自
治
会
連
合
会

理
事
視
察
研
修
会
報
告

自治は笑顔と協働から　平成18年度　相模原市自治会連合会役員・理事

位
に
な
っ
て
お
り
、
１
区
か
ら
７

区
が
１
週
と
３
週
を
毎
日
パ
ト
ロ

ー
ル
し
、
２
週
は
東
林
小
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
４
週
は
青
パ
ト
と
別
の

団
体
で
行
っ
て
い
ま
す
。

２
　
自
治
会
法
人
鵜
野
森
自
治
会
を

訪
問
し
、
防
犯
活
動
等
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

３
　
自
治
会
内
で
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
、
ワ
ン
ワ
ン
隊
を
23

人
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
隊
11
人
を
登

録
し
て
腕
章
を
渡
し
ま
し
た
。
ま

た
、
東
林
小
学
校
の
登
下
校
に
合

わ
せ
、
屋
外
に
出
て
、
水
や
り
や

清
掃
を
行
い
児
童
の
安
全
を
確
保

し
て
い
ま
す
。

○
東
林
地
区
自
治
会
連
合
会
が
実
施

す
る
防
犯
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

１
　
平
成
14
年
11
月
か
ら
東
林
間
駅

前
交
番
と
小
田
急
相
模
原
駅
前
交

番
を
拠
点
と
し
て
自
治
会
役
員
に
よ

る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
月
２
回
実
施

し
て
成
果
を
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

２
　
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
東
林
支
部
防
犯
部
で
は
、

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
腕
章
３

６
０
枚
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

３
　
東
林
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

は
「
通
学
路
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
腕

章
を
貸
出
中
で
す
。

○
地
域
ぐ
る
み
で
児
童
の

防
犯
対
策
の
促
進
を
し
て
い
ま
す
。

１
　
昨
年
11
月
に
、
東
林
小
学
校
通

学
路
危
険
箇
所
実
施
踏
査
と
う
さ

を
市
役

所
関
係
課
、
警
察
署
、
学
校
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
校
外
委
員
長
、
関
係
自

治
会
長
及
び
防
犯
指
導
員
等
で
行

い
踏
査
後
、
意
見
交
換
し
実
施
可

能
箇
所
を
修
復
し
ま
し
た
。

２
　
通
学
路
等
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成

を
検
討
。
自
治
会
だ
け
で
安
全
マ

ッ
プ
を
作
成
し
て
地
域
住
民
に
配

布
し
て
は
駄
目
で
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
自
治
会
、
警
察
署
が
協
力
し

て
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
と
痛
感

し
ま
し
た
。

３
　
今
年
度
の
市
自
治
会
連
合
会
事

業
計
画
の
重
点
目
標
と
し
て
、

「
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
を
一

層
深
め
、
子
供
の
安
全
を
確
保
す

る
よ
う
努
め
る
」
と
定
め
て
い
る

功
労
表
彰
者
（
個
人
）

相
模
湖
を
望
む
高
台
に
位
置
す
る

『
さ
が
み
湖
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
』
は
、

約
45
万
坪
と
い
う
広
い
敷
地
を
誇
る

自
然
主
導
型
遊
園
地
で
す
。

園
内
は
観
覧
車
や
ゴ
ー
カ
ー
ト
が

あ
る
遊
園
地
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
や
ウ
サ

ギ
、
羊
と
い
っ
た
小
動
物

に
触
れ
ら
れ
る
、
ふ
れ
あ

い
動
物
園
。
愛
犬
を
ノ
ー

リ
ー
ド
で
遊
ば
せ
ら
れ
る

ド
ッ
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
、

デ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
1

日
で
は
遊
び
き
れ
な
い
施

設
が
盛
り
沢
山
。

そ
の
他
、
デ
ラ
ッ
ク
ス

ロ
グ
キ
ャ
ビ
ン
（
エ
ア
コ

ン
・
テ
レ
ビ
・
ト
イ
レ
付

き
）、
常
設
テ
ン
ト
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
宿
泊
施

設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

秋
に
は
さ
つ
ま
い
も
堀

り
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ

ー
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ

ま
す
。

ま
た
、
入
園
＋
テ
ン
ト
宿
泊
＋
乗

物
乗
り
放
題
2
日
分
＋
夕
食
＋
朝
食

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
得
な
、「
紅
葉

と
秋
の
味
覚
キ
ャ
ン
プ
パ
ッ
ク
」（
大

人
6，

3
0
0
円
、
小
人
6，

0
0

0
円
）
も
お
勧
め
で
す
。

今
回
、
相
模
原
市
自
治
会
連
合
会

会
員
の
皆
様
へ
の
特
典
と
し
て
、

本
紙
を
提
示
さ
れ
た
方
に
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
食
べ
放
題
（
シ
ャ
モ
ニ
ー
）

を
1，

5
0
0
円
（
通
常
大
人
2，

1
0
0
円
、
小
人
1，

6
0
0
円
）

に
て
提
供
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「
紅
葉
と
秋
の
味
覚
キ
ャ

ン
プ
パ
ッ
ク
」
を
5
0
0
円
割
引
致

し
ま
す
。

紅
葉
が
き
れ
い
な
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
ぜ
ひ
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

相
模
原
よ
り
車
で
約
1
時
間
30

分
。
山
梨
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す

る
花
と
果
実
の
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
『
ホ

テ
ル
春
日
居
』
は
、
旅
館
な
ら
で
は

の
真
心
込
め
た
お
も
て
な
し
と
、
ホ

テ
ル
の
快
適
性
が
ほ
ど
よ
く
ブ
レ
ン

ド
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
特
長
で
す
。

24
時
間
入
浴
可
能
な

温
泉
大
浴
場
や
1
年
中

泳
げ
る
プ
ー
ル
。
甲
州

ワ
イ
ン
を
豊
富
に
揃
え

た
ワ
イ
ン
バ
ー
や
カ
ラ

オ
ケ
施
設
な
ど
、
充
実

し
た
館
内
施
設
は
す
べ

て
浴
衣
で
お
過
ご
し
い

た
だ
け
ま
す
。

1
泊
で
は
堪
能
し
き

れ
ず
に
つ
い
、
も
う
1

泊
し
た
く
な
る
…
。
周

辺
ゴ
ル
フ
場
で
の
プ
レ

ー
や
甲
斐
路
観
光
の
拠

点
に
、
春
日
居
果
実
温

泉
郷
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん

か
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

＊２名様以上でお申込みください。
＊夕食は別料金ですので、レストラン等でコースや
単品料理をご注文ください。
＊詳細はお問合せください。

厚生施設
自治会員には特典が！
市自治会連合会では、厚生事業の一環として宿泊施設や遊園地等と割

引契約を結んでいます。
今回は、その中から「さがみ湖ピクニックランド」と「ホテル春日居」

をご紹介します。
行楽の秋、ご家族お揃いで出かけてみたらいかがでしょうか。

市自治会連合会では、今回ご紹介した遊園地・宿泊施設の他にも多くの施設と割引契約をしております。
宿泊施設を利用する際は、直接施設へ電話等で、相模原市自治会連合会の会員である旨を話してお申
し込みください。また、施設に到着した時にはフロント等で、「ホテル、遊園地等との割引契約のご案
内」のリーフレットについている「厚生施設利用カード」を提示してください。
遊園地の利用に際しては、当日入園券等購入の際に「厚生施設利用カード」を提示してください。た
だし、サンリオ・ピューロランドについては、リーフレットにある特別割引券を切り取り、施設に提出
してください。

た
方
々
に
対
し
、
市
自
治
会
連
合
会

と
し
て
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
た

め
、
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
治
会

員
の
皆
様
、
そ
し
て
お
忙
し
い
と
こ

ろ
ご
臨
席
を
賜
っ
た
ご
来
賓
の
皆
様

の
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

自
治
会
大
会
事
例
発
表
―
―
―
―

「
防
犯
モ
デ
ル
地
区
の活

動
内
容
」

東
林
地
区
　
翠

み
ど
り

ケ
丘
自
治
会

会
長

櫻
井
　
孝
道

２
年
後
に
60
周
年
を
迎
え
る
翠
ケ

丘
自
治
会
は
、
市
か
ら
防
犯
モ
デ
ル

地
区
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

当
自
治
会
は
、
市
内
の
南
に
位
置

し
、
座
間
市
と
大
和
市
に
接
し
て
い

の
で
、
次
の
こ
と
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

・
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
協

力
者
は
、
翠
ケ
丘
自
治
会
で
は
29

軒
で
す
。

・
昨
年
か
ら
毎
月
「
東
林
小
学
校
だ

よ
り
」
を
学
区
内
自
治
会
に
回
覧

し
て
い
ま
す
。

・
７
月
12
日
に
学
区
内
自
治
会
の
会

長
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
校
長
先
生
他
と
懇

談
会
を
行
い
ま
す
。

・
７
月
27
日
に
は
東
林
小
学
校
校
庭

に
お
い
て
、
臨
時
交
番
開
設
に
よ

る
防
犯
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
防
犯
活
動
に
地
域

ぐ
る
み
で
取
組
み
、
行
政
関
係
機
関

等
の
ご
指
導
と
役
員
と
も
相
談
し
て

『
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
の
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
』
を
目
指
し
て
頑
張

っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平成18年度コミュニティ助成事業購入品目一覧
「コミュニティ助成事業」とは、宝くじの普及・広報等を図るための事業費を財源として、
財団法人自治総合センターが地域住民のコミュニティ組織等へ助成を行う制度です。各地
区連へは3年ごとに助成を行ってきています。

横山の七不思議

厚 生 施 設 の 利 用 方 法

さ
が
み
湖
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
春
日
居

お問い合わせは、相模原市自治会連合会事務局へ。 TEL 042－753－3419

厚生施設
自治会員には特典が！

●電　話　

042－685－1111

●営業時間

9：00～16：30（土・日・祝は～17：00）

●休園日　

毎週火曜日（但し、祝日・春休み・
ＧＷ・夏休み・冬休み）期間は営業

●ＵＲＬ　　
http ://www.picnicland.co.jp

お一人様１泊朝食付料金
（消費税込・入湯税別）

漫画家の市村章さん

●所在地　

山梨県笛吹市春日居町小松855

●交　通

ＪＲ中央線 石和温泉駅より
車で5分（予約にて送迎有り）

●電　話　

0553－20－2000

●ＵＲＬ　　
http://www.hotel-kasugai.com

今
回
、
相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
会

員
の
皆
様
へ
の
特
典
と
し
て
、

平
成
19
年
3
月
31
日
（
12
／
31
〜

1
／
3
除
く
）
ま
で
の
限
定
プ
ラ
ン
を

ご
用
意
致
し
ま
し
た
。


